
用
語
の
普
及
時
期
に
つ
い
て

ー

l
慧
絞
『
高
僧
伝
』
に
お
け
る
用
例
の
検
討
を
通
し
て
|
|

コ
二
議
棚
」

一
、
問
題
の
所
在

今
日
の
仏
教
学
に
お
い
て
は
、
あ
る
特
定
の
三
つ
の
文
献
を
指
示
し
、
「
三

論
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
特
定
の
三
つ
の
文
献
と
は
、
鳩
摩
羅
什
(
三
五
O
頃

l
四一

O
頃
、
以
下
、
羅
什
と
略
す
)
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
、
『
中
論
』
四
巻
、
①
 

『
百
論
』
一
一
巻
、
『
十
二
門
論
』
一
巻
の
計
三
部
七
巻
の
漢
訳
論
書
で
あ
る
。

コ
ニ
論
」
と
い
う
語
は
、
原
義
的
に
は
単
に
〈
数
詞
+
普
通
名
詞
〉
で
「
(
不
特

定
の
)
三
つ
の
論
書
」
を
意
味
す
る
熟
語
で
あ
る
が
、
い
つ
頃
か
ら
か
、
特
定

の
文
献
を
指
示
す
る
、
固
有
名
詞
的
性
格
を
有
し
た
名
詞
と
な
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

い
っ
た
い
い
つ
頃
か
ら
特
定
の
文
献
を
示
す
名

詞
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
過
去
の
研
究
で
は
、

ω羅
什
門
下
の

僧
導
(
|
四
五
四
l
?
)
が
初
め
て
用
い
た
と
い
う
説
と
、

ω羅
什
の
伝
訳
当

初
か
ら
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
説
の
二
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二

説
に
は
疑
問
が
あ
り
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
形
に
な
る
が
、
筆
者
は
コ
ニ
論
」

と
い
う
用
語
が
、
羅
什
や
僧
導
よ
り
も
後
代
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

で
は
、
コ
ニ
論
」
の
語
は
、

コ
ニ
論
」
用
語
の
普
及
時
期
に
つ
い
て

米

オq二
本本

t売.
久

輔

え
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
き
た
い
。

一
一
、
従
来
説
と
そ
の
疑
問

従
来
の
研
究
で
『
中
論
』
等
を
指
示
す
る
用
語
と
し
て
の
コ
ニ
論
」
の
成
立

に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

ω僧
導
が
初
め
て
用
い
た
と
い
う
説
と
、

ω

羅
什
の
伝
訳
当
初
か
ら
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
説
の
二
説
が
存
在
す

?
Q

。ま
ず
、

ω説
の
論
拠
は
、
慧
絞
(
四
九
七
l
五
五
四
)
撰
『
高
僧
伝
』
巻
第

②
 

七
「
僧
導
伝
」
の
次
の
記
述
に
あ
る
。

遁
著
-
一
成
実
三
論
義
疏
及
空
有
二
諦
論
等
-
(
大
正
五
0
・
三
七
一
頁
中
)

こ
の
資
料
の
「
成
実
三
論
義
疏
」
に
つ
い
て
は
次
の
三
通
り
の
解
釈
の
余
地
が

あ
る
。
次
に
示
す
。

ア
、
僧
導
が
「
成
実
三
論
義
疏
」
と
い
う
一
部
の
文
献
を
著
し
た
。

イ
、
僧
導
が
「
成
実
義
疏
」
「
三
論
義
疏
」
と
い
う
こ
部
の
文
献
を
著
し

た。

ウ
、
僧
導
が
「
成
実
義
疏
」
「
中
論
義
疏
」
「
百
論
義
疏
」
「
十
二
門
論
義

六
九



疏
」
の
四
部
の
文
献
を
著
し
た
。
こ
の
う
ち
の
「
成
実
義
疏
」
を
除

く
三
部
に
つ
い
て
、
後
代
の
慧
絞
が
「
三
論
義
疏
」
と
呼
ん
だ
。

こ
の
う
ち
、
ア
、
イ
の
解
釈
を
し
た
場
合
、
僧
導
が
コ
ニ
論
」
の
語
を
用
い
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ウ
の
場
合
、
そ
う
と
は
言
い

き
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
僧
導
は
た
ま
た
ま
、
後
に
「
三
論
」
と
呼
称
さ
れ
る

文
献
に
疏
を
製
し
た
が
、
僧
導
は
コ
ニ
論
」
と
い
う
ま
と
ま
り
を
意
識
し
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
代
の
慧
岐
が
コ
ニ
論
義
疏
」
と
表
現
し
た
、
と
い

う
可
能
性
が
生
じ
る
。
ウ
の
場
合
、
僧
導
が
特
定
の
文
献
を
意
味
す
る
語
と
し

て
「
三
論
」
を
用
い
て
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ア
、
イ
の
場
合
で

も
、
僧
導
が
コ
ニ
論
」
の
語
を
用
い
て
い
た
と
い
う
可
能
性
は
示
せ
て
も
、

の
呼
称
を
始
め
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
証
明
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
右

の
資
料
の
み
か
ら
で
は
、
僧
導
が
特
定
の
文
献
を
指
示
す
る
コ
ニ
論
」
と
い
う

名
詞
を
用
い
て
い
た
と
は
言
い
き
れ
な
い
。

③
 

次
に

ω説
で
あ
る
が
、
こ
の
主
張
は
平
井
俊
柴
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

平
井
氏
の
論
拠
は
、
僧
叡
(
三
五
二
|
哩
三
ハ
)
撰
「
中
論
序
」
(
『
出
三
蔵
記

集
』
巻
第
十
一
所
収
)

の
次
の
記
述
で
あ
る
。

百
論
治
ν
外
以
閑
ν
邪
、
斯
文
絵
v
内
以
流
v
滞
、
大
智
釈
論
之
淵
博
、
十
ニ

門
観
之
情
詣
。
尋
ニ
斯
四
-
者
、
真
若
=
日
月
入
p

懐
、
無
ν
不
ニ
朗
然
鑑
徹
-

失

(
大
正
五
五
・
七
七
頁
上
)

【
和
訳
】

『
百
論
』
は
外
道
(
の
謬
見
)
を
治
療
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
邪
執
を
静
め
、

こ
の
文
(
『
中
論
』
)
は
内
道
(
に
お
け
る
謬
見
)
を
払
拭
す
る
こ
と
に
よ
っ

七。

て
迷
い
を
洗
い
流
す
。
『
大
智
度
論
』
の
深
淵
か
つ
広
博
な
る
こ
と
、
『
十

二
門
論
』
の
趣
が
あ
り
理
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
四
つ
の
文
献
に

教
え
を
求
め
る
者
は
、
ま
こ
と
に
、
太
陽
や
月
が
懐
に
入
っ
た
よ
う
で
あ

り
、
明
る
く
、
徹
底
し
た
境
地
を
見
極
め
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で

あ
る
。

そ

コ
ニ
論
」
に
『
大
智
度
論
』
を
含
め
て
「
四
論
」
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
が
、

こ
こ
に
僧
叡
が
、
後
に
「
四
論
」
と
呼
ば
れ
る
四
つ
の
文
献
を
並
列
さ
せ
て
い

る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
平
井
氏
は
こ
の
記
述
か
ら
、
『
中
論
』
等
の
四
つ

の
論
書
を
「
四
論
」
と
い
う
総
称
で
呼
ぶ
こ
と
は
、
す
で
に
羅
什
門
下
で
な
さ

④
 

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
井
氏
は
「
三
論
」
に
つ

い
て
も
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

(
僧
叡
が
「
中
論
序
」
で
)
『
大
智
度
論
』
を
加
え
た
四
論
の
特
徴
を
簡
潔

に
叙
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
す
で
に
ク
マ

l
ラ
ジ
!
ヴ
ァ
に
よ
る
伝

訳
の
当
初
か
ら
、
「
三
論
」
乃
至
「
四
論
」
と
い
う
通
称
は
、

お
の
ず
か

⑤
 

ら
成
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
一

O
頁
。
括
弧
内
は
筆
者
)

し
か
し
、
「
中
論
序
」
に
お
い
て
、
「
四
論
」
と
い
う
語
は
決
し
て
用
い
ら
れ
て

い
な
い
か
ら
、
筆
者
に
は
、
右
の
よ
う
に
即
断
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
仮
に
、
僧
叡
が
「
四
論
」
と
い
う
ま
と
ま
り
を
意
識
し
て
い

た
と
し
て
も
、
た
だ
ち
に
、
僧
叡
が
ヨ
一
論
」
と
い
う
総
称
を
用
い
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
従
来
説
に
は
少
な
か
ら
ず
疑
義
を
は
さ
む
余
地
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
改
め
て
資
料
を
見
直
し
、
「
三
論
」
と
い
う
語
が
固
有
の
文



い
つ
頃
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を

献
を
指
示
す
る
名
詞
と
し
て
、

検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

一一一、「一一一一色調」

の
翻
訳
時
期

で
は
、
「
三
論
」
と
い
う
用
語
の
成
立
は
、
時
代
的
に
は
い
つ
頃
を
最
上
限

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ニ
論
」
が
『
中
論
』
等
の
漢
訳
論
書
を
指
示

す
る
用
語
で
あ
る
以
上
、
羅
什
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
時
期
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

そ
の
用
語
が
成
立
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
コ
ニ

論
」
が
翻
訳
さ
れ
た
時
期
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
「
三
論
」
の
翻
訳
時
期
に

@
 

関
し
て
は
、
す
で
に
優
れ
た
研
究
が
あ
り
、
筆
者
は
そ
れ
に
新
し
い
見
解
を
加

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
詳
し
い
説
明
は
先
行
業
績
に
譲
り
、

こ
こ
で
は
概
略
を
述
べ
る
だ
け
に
止
め
た
い
。
ち
な
み
に
、
羅
什
が
長
安
で
訳

経
活
動
を
開
始
し
た
の
は
四
O
二
(
弘
始
四
)
年
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
三
論
」
の
う
ち
、
訳
出
時
期
が
最
も
早
い
の
は
『
百
論
』
で
あ
る
。

『
百
論
』
は
少
な
く
と
も
、
二
回
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、
四

O
二
(
弘
始

四
)
年
に
最
初
の
翻
訳
が
終
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
伝
し
て
い
る

⑦
 

『
百
論
』
は
、
四

O
四
(
弘
始
六
)
年
に
訳
了
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
四

O
二

年
の
段
階
で
は
、
羅
什
が
長
安
に
来
て
間
も
な
く
、
漢
訳
能
力
に
限
界
が
あ
り
、

⑧
 

四
O
四
年
に
再
ぴ
翻
訳
し
直
し
た
、
と
い
う
の
が
真
相
の
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
『
中
論
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
も
、
二
固
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
翻
訳
は
四

O
五
(
弘
始

七
)
年
以
恥
、
二
回
目
の
翻
訳
は
四

O
九
(
弘
始
十
二
年
と
考
え
ら
れ
旬
。

コ
ニ
論
」
用
語
の
普
及
時
期
に
つ
い
て

現
伝
し
て
い
る
の
は
二
度
目
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
中
論
』
の
翻
訳

が
二
回
行
わ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、

『
百
論
』
と
同
じ
よ
う
に
、

一
度
目
が
試
訳
、
二
度
目
が
決
定
訳
で
あ
る
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
十
二
門
論
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
特
に
問

題
な
く
、
二
度
目
の
『
中
論
』
漢
訳
と
同
時
か
、
そ
の
直
後
に
漢
訳
が
行
わ
れ

⑪
 

た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
「
三
論
」
の
漢
訳
時
期
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
ヲ
一
論
」
が
出
揃
っ
た

の
は
、
二
度
目
の
『
中
論
』
の
漢
訳
と
『
十
二
門
論
』
の
漢
訳
が
行
わ
れ
た
四

O
九
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
三
論
」
と
い
う
ま
と
め
方
が
な
さ
れ
得
る

の
は
、
四
O
九
年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

園
、
羅
什
の
訳
経
論
と
そ
の
門
下
の
著
述

羅
什
の
没
年
に
は
諸
説
あ
る
が
、
だ
い
た
い
四
O
九
年
か
ら
四
二
二
年
の
間

⑬
 

に
推
定
さ
れ
て
い
る
。
「
三
論
」
が
出
揃
っ
た
四

O
九
年
は
羅
什
の
最
晩
年
に

あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
三
論
」
と
い
う
ま
と
め
か
た
が
、
す
で
に
羅
什
に

よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
、

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
所
収
の
羅
什
翻
訳
と
さ
れ
る
経
論
を
検
索
し
均
。
し
か

⑪
 

し
、
「
三
論
」
と
い
う
語
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
羅

什
の
訳
経
論
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
、
羅
什
門
下
に

コ
ニ
論
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
か
調
査
し
た
。

単
独
の
文
献
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
『
大
正
新
情
大
蔵
経
』

(
N
「
大
正
」
)
、

『
新
纂
大
日
本
統
蔵
経
』

(
H
「
新
旧
続
」
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
羅
什
門
下
の
著

七



述
を
以
下
に
示
す
。

僧
肇
(
三
七
四
/
三
八
四
|
四
一
四
)
『
肇
論
』

一
巻
(
大
正
四
五
・
一
八
五

八僧
肇
『
宝
蔵
論
』

僧
肇
『
注
維
摩
詰
経
』
十
巻
(
大
正
三
八
・
一
七
七
五
)

僧
肇
『
金
剛
経
註
』
一
巻
(
大
正
四
五
・
一
八
五
七
)

一
巻
(
新
市
続
二
四
・
四
五
四
)

竺
道
生
(
三
五
五
!
四
三
四
)
『
法
華
経
疏
』
(
新
市
続
二
七
・
五
七
七
)

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
献
か
ら
コ
ニ
論
」
と
い
う
用
語
を
検
索
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
前
出
の
「
中
論
序
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
『
出
三
蔵
記
集
』
に

は
、
羅
什
門
下
が
著
し
た
経
論
序
な
ど
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
同
時
に
調
査
し
た
。

『
出
三
蔵
記
集
』
所
収
の
羅
什
門
下
の
著
述

を
以
下
に
示
す
。

a
、
僧
叡
「
喰
疑
」
(
巻
第
五
)

b
、
僧
叡
「
大
品
経
序
」
(
巻
第
八
)

c
、
僧
叡
「
小
品
経
序
」
(
巻
第
八
)

d
、
慧
観
(
四
二
四
l
四
五
三
間
に
七
十
一
歳
で
没
)
「
法
華
宗
要
序
」
(
巻

第
八
)

e
、
僧
叡
「
法
華
経
後
序
」
(
巻
第
八
)

f
、
僧
叡
「
思
益
経
序
」
(
巻
第
八
)

g
、
僧
肇
「
維
摩
詰
経
序
」
(
巻
第
八
)

h
、
僧
叡
「
毘
摩
羅
詰
提
経
序
」
(
巻
第
八
)

七

i
、
僧
叡
「
自
在
王
経
後
序
」
(
巻
第
八
)

j
、
僧
肇
「
長
阿
合
経
序
」
(
巻
第
九
)

k
、
僧
叡
「
関
中
出
禅
経
序
」
(
巻
第
九
)

ー
、
慧
観
「
修
行
地
不
浄
観
経
序
」
(
巻
第
九
)

m
、
慧
観
「
勝
賞
経
序
」
(
巻
第
九
)

n
、
僧
叡
「
大
智
釈
論
序
」
(
巻
第
十
)

o
、
僧
叡
「
中
論
序
」
(
巻
第
十
一
)

p
、
曇
影
(
四
O
五
l

四
一
八
間
に
七
十
歳
で
没
)
「
中
論
序
」
(
巻
第
十
一
)

q
、
僧
肇
「
百
論
序
」
(
巻
第
十
一
)

r
、
僧
叡
「
十
二
門
論
序
」
(
巻
第
十
二

し
か
し
、
以
上
の
い
ず
れ
の
文
献
に
も
、
「
三
論
」
の
語
は
登
場
し
な
か
っ
た
。

以
上
の
調
査
の
結
果
、
筆
者
は
、
羅
什
や
そ
の
門
下
が
コ
ニ
論
」
と
い
う
ま
と

め
か
た
を
し
、
特
定
の
文
献
を
指
示
す
る
語
と
し
て
用
い
て
い
た
と
い
う
説
に

賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

h
に
「
中
百
二
論
」
と
い
う
表
現
が
み
え
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
す
な
わ
ち
次
に
示
す
。

此
土
先
出
諸
経
、
於
ニ
識
神
性
空
べ
明
言
処
少
、
存
神
之
文
、
其
処
甚
多
。

中
百
二
論
文
、
未
ν
及
此
。
又
無
ニ
通
鑑
-
、
誰
与
正
v
之
。
先
匠
所
三
以
鞍
ν

章
遜
慨
、
思
ニ
決
言
於
弥
勤
-
者
、
良
在
ν
此
也

(
大
正
五
五
・
五
九
頁
上
)

【
和
訳
}

中
国
で
(
羅
什
よ
り
)
以
前
に
訳
出
さ
れ
た
諸
経
典
に
お
い
て
は
、
識
神

は
本
性
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
明
言
す
る
こ
と
が
少
な
く
、



方
で
識
神
が
存
す
る
と
述
べ
る
文
章
が
甚
だ
多
い
。
「
中
論
」
「
百
論
」
の

二
論
の
文
章
も
、
ま
だ
中
国
に
伝
来
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
普
遍
的

な
基
準
と
な
る
べ
き
見
解
も
な
く
、
誰
が
誤
り
を
正
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

先
匠
・
釈
道
安
が
絶
筆
し
て
嘆
き
、
弥
勅
菩
薩
に
決
定
的
な
言
説
を
願
っ

た
の
は
、
ま
こ
と
に
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
が
調
査
し
た
限
り
、
羅
什
門
下
の
著
述
に
、
「
中
百
二
論
」
と
い
う
表
現

が
み
え
る
の
は
右
の
一
文
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

h
の
著
者
僧
叡
は
、
ど
う

し
て
コ
ニ
論
」
と
言
わ
ず
、
「
中
百
二
論
」
と
言
い
、
『
十
二
門
論
』
を
こ
こ
に

合
め
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
「
中
百
二
論
」
と
い
う
ま
と
ま
り
は
、
羅
什
門
下
に
お
い
て
特
別
な

意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
出
三
蔵
記
集
』

巻
第
十
四
所
収
の
「
鳩
摩
羅
什
伝
」
に
も
こ
の
呼
称
が
登
場
す
る
。

従
ニ
須
利
耶
蘇
摩
-
、
諮
ニ
裏
大
乗
-
。
乃
歎
日
、
五
ロ
昔
学
ニ
小
乗
-
、
警
下
人

不
ν
識
ν
金
、
以
ニ
総
石
-
為
歩
妙
失
。
於
ν
日
疋
広
求
ニ
義
要
-
、
諦
エ
中
百
ニ
論
-

(
大
正
五
五
・
一

O
O
頁
下
)

【
和
訳
】

(
羅
什
は
)
須
利
耶
蘇
摩
に
師
事
し
、
大
乗
仏
教
を
受
け
継
い
だ
。
そ
の

際
、
羅
什
は
嘆
息
し
て
言
っ
た
。
「
私
が
昔
、
小
乗
仏
教
を
学
ん
で
い
た

こ
と
は
、
例
え
ば
、
金
を
知
ら
な
い
人
が
、
鍛
石
(
銅
の
一
種
)
を
珍
重

す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
。
そ
こ
で
(
羅
什
は
)
大
乗
仏
教
の
要

義
を
学
ぶ
た
め
、
「
中
論
」
「
百
論
」
の
二
論
を
諦
し
た
。

羅
什
が
小
乗
を
改
め
大
乗
を
学
ぴ
始
め
た
際
に
、
「
中
百
二
論
」
を
諦
し
た
と

「
三
論
」
用
語
の
普
及
時
期
に
つ
い
て

い
う
こ
と
は
、
大
乗
仏
教
を
鼓
舞
し
た
羅
什
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
門
下
に
お
い

て
も
注
目
さ
れ
る
故
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
僧
叡
が
「
中
百
二
論
」
と
言

う
の
は
、
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
中
観
派
を
代
表

す
る
文
献
を
示
す
用
語
と
し
て
は
、
「
三
論
」
よ
り
も
、
羅
什
門
下
に
お
い
て

は
「
中
百
二
論
」
と
い
う
表
現
が
先
行
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ち
な
み
に
、
右
の
『
出
三
蔵
記
集
』
「
鳩
摩
羅
什
伝
」
の
記
事
を
踏
襲
し
た

と
思
わ
れ
る
『
高
僧
伝
』
巻
第
二
「
鳩
摩
羅
什
伝
」
の
箇
所
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

乃
歎
日
、
吾
昔
学
ニ
小
乗
-
、
如
下
人
不
v
識
v
金
以
ニ
鎧
石
-
為
上
妙
。
因
広
求
ニ

義
要
一
、
受
二
諦
中
百
二
論
及
+
ニ
門
等
-
(
大
正
五
0
・
三
三
O
頁
下
)

こ
こ
で
、
「
中
百
二
論
」
に
「
及
十
二
門
等
」
と
い
う
文
が
付
加
さ
れ
て
い
る

の
は
興
味
深
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
『
高
僧
伝
』
に
は
『
中
論
』
等
を
指
示

す
る
「
三
論
」
の
語
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
慧
岐
が
『
高

僧
伝
』
を
著
し
た
頃
に
は
一
般
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
慧
瞭

は
「
中
百
二
論
」
と
い
う
『
出
三
蔵
記
集
』
の
表
現
に
違
和
感
を
持
ち
、
「
及

十
二
門
論
等
」
の
六
字
を
加
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
羅
什
の
訳
経
論
及
ぴ
そ
の
門
下
の
著
述
を
調
査
し
た
が
、
ヨ
一
論
」

と
い
う
用
語
を
全
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
僧
叡
が

「
中
百
二
論
」
と
い
う
ま
と
め
方
を
し
て
い
る
例
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
出
三
蔵
記
集
』
「
鳩
摩
羅
什
伝
」
に
よ
れ
ば
、
羅
什
は
大
乗
仏
教
を
学
び
始
め

た
際
に
、
「
中
百
二
論
」
を
諦
し
た
と
い
う
か
ら
、
羅
什
や
そ
の
門
下
に
お
い

て
は
、
「
三
論
」
と
い
う
ま
と
ま
り
よ
り
も
、
「
中
百
二
論
」
と
い
う
ま
と
ま
り

七



の
方
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
羅
什

以
後
、
そ
の
訳
経
論
の
研
究
が
進
む
に
連
れ
て
、
「
中
百
二
論
」
に
『
十
二
門

論
』
が
加
え
ら
れ
、
「
三
論
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
特
定
の
文
献
を
示
す
コ
ニ
論
」
と
い
う
用
語
が
成
立
し
た
時
期
は
、
少
な

く
と
も
羅
什
の
没
後
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
羅
什
の
直
門
の
著
述

に
も
「
三
論
」
と
い
う
語
の
用
例
が
み
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、

特
定
の
文
献
を
指
示
す
る
コ
ニ
論
」
と
い
う
語
の
成
立
は
、
羅
什
の
直
門
よ
り

も
時
代
が
下
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
を
抱
く
。

五
、
慧
鮫
撰

J
晶
僧
伝
』
に
お
け
る
「
三
論
」

筆
者
が
調
査
し
た
限
り
、
『
中
論
』
等
を
指
示
す
る
コ
ニ
論
」
と
い
う
名
詞

が
み
え
る
文
献
と
し
て
最
も
時
代
が
早
い
の
は
、
慧
岐
に
よ
っ
て
五
一
九
年
か

⑮
 

ら
五
五
四
年
ま
で
の
聞
に
著
さ
れ
た
『
高
僧
伝
』
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
高

僧
伝
』
は
、
幾
種
か
の
文
献
を
参
照
し
、
多
分
に
取
り
入
れ
て
著
さ
れ
た
も
の

⑬
 

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
高
僧
伝
』
に
先
行
し
、
ま
た
、
慧
鮫
も
参
照
し
た
可
能

性
が
あ
る
次
の
文
献
か
ら
コ
ニ
論
」
の
語
を
検
索
し
旬
。

a
、
僧
祐
『
釈
迦
譜
』
五
巻
(
大
正
五
0
・二
O
四
O
)

b
、
宝
唱
『
比
丘
尼
伝
』
四
巻
(
大
正
五
0
・二

O
六
三
)

c
、
僧
祐
『
弘
明
集
』
十
四
巻
(
大
正
五
二
・
二
一

O
二
)

d
、
僧
受
・
宝
唱
等
『
経
律
異
相
』
五
十
五
巻
(
大
正
五
三
・
二
二
二
)

e
、
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
十
五
巻
(
大
正
五
五
・
二
一
四
五
)

し
か
し
、
以
上
の
い
ず
れ
の
文
献
に
も
コ
ニ
論
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

七
四

ま
た
、
『
高
僧
伝
』
の
下
敷
き
と
な
っ
た
僧
伝
集
で
、
最
も
整
備
し
て
い
た

も
の
と
し
て
、
宝
唱

(
l五
一
六

l
)
の
『
名
僧
伝
』
三
十
一
巻
が
あ
っ
た
。

こ
の
文
献
は
現
伝
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
日
本
の
鎌
倉
時
代
の
宗
性
(
一
二

O
二
l
)
が
こ
れ
を
抄
出
し
た
『
名
僧
伝
抄
』
一
巻
が
現
存
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
『
名
僧
伝
抄
』
に
「
一
二
論
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
か
調
査
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
も
「
三
論
」
と
い
う
呼
称
は
み
え
な
か
っ
た
。

a
c
e
の
著
者
で
あ
る
僧
祐
(
四
四
五
!
五
一
八
)
は
仏
教
史
家
と
し
て
知

⑬
 

ら
れ
、
多
く
の
歴
史
的
資
料
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
文
献
を
著
し
た
。
ま
た
、

b
及
び
『
名
僧
伝
』
を
著
し
、

d
の
作
成
に
関
わ
っ
た
宝
唱
は
僧
祐
の
弟
子
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
名
僧
伝
』
が
著
さ
れ
た
時
期
は
五
一
四
(
天
監
十
三
)

⑬
 

年
で
あ
る
。

a
l
e
の
文
献
の
撰
述
年
代
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
、
僧
祐
の
手
に
な
る

a

c
e
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

a
c
に
つ
い
て
正
確
な
撰
述
年
は
不
明
で
あ
る
。

e
に
つ
い
て
は
、
斉
の
建
武
年
間
(
四
九
四

l
四
九
七
)
に
一
応
の
原

型
が
完
成
し
世
に
行
わ
れ
た
が
、
僧
祐
自
身
に
よ
っ
て
晩
年
ま
で
増
補
が
繰
り

@
 

返
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

a
c
e
の
成
立
は
、
そ
の
最
下
限
を

僧
祐
の
没
年
の
五
一
八
年
に
ま
で
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

b
の
@
 

撰
述
年
時
に
は
諸
説
あ
る
が
、
五
一
六
|
五
一
七
年
頃
の
撰
述
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

ま
た
、

d
は
五

O
八
年
に
荘
厳
寺
僧
受
(
四
六
七
1

五
二
七
)
に
よ
っ
て
原
型

が
著
さ
れ
、
五
一
六
年
に
宝
唱
等
が
増
補
・
編
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
っ
た

@
 

文
献
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
大
雑
把
で
は
あ
る
が
、

a
l
e
の
文
献
及
ぴ
『
名

僧
伝
』
は
、
最
下
限
僧
祐
の
没
年
の
五
一
八
年
に
は
全
て
出
揃
っ
て
い
た
と
い



う
こ
と
が
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
『
中
論
』
等
を
指
示
す
る

コ
ニ
論
」
と
い
う
用
語
が
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、
五
一
八
年
頃
の
段
階
で
、
固

有
の
文
献
を
意
味
す
る
コ
ニ
論
」
と
い
う
語
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
『
高
僧
伝
』
に
お
い
て
、
「
三
論
」
と
い
う
語
は
い
か
な
る
用
い
ら
れ

方
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
用
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
三

論
」
と
い
う
用
語
の
成
立
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
に
、
『
高
僧
伝
』
に
お
け
る
コ
ニ
論
」
の
語
の
用
例
を
検

討
し
た
い
。

『
高
僧
伝
』
に
コ
ニ
論
」
の
語
は
、
「
義
解
編
」
に
の
み
集
中
し
て
十
回
(
巻

第
七
・
五
回
、
巻
第
八
・
五
回
)
用
い
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
が
検
索
し
得
た
用
例

を
以
下
に
示
す
。

a
、
後
紙
泡
寺
又
有
ニ
釈
僧
叡
-
。
善
ニ
三
論
-
、
為
宋
文
所
v
重
(
巻
第
七

「
慧
義
伝
」
大
正
五
0
・
三
六
九
頁
上
)

b
、
遁
著
ニ
成
実
三
論
義
疏
及
空
有
二
諦
論
等
-
(
巻
第
七
「
僧
導
伝
」
大

正
五
0
・
三
七
一
頁
中
)

c
、
時
中
興
寺
復
有
ニ
僧
慶
慧
定
僧
嵩
-
。
並
以
ニ
義
学
一
顕
ν
誉
。
慶
善
ニ
三

論
-
、
為
時
学
所
ν
宗
(
巻
第
七
「
道
温
伝
」
大
正
五
0
・
三
七
三
頁
上
)

d
、
先
日
疋
智
斌
沙
門
、
初
代
ニ
曇
岳
-
為
ニ
僧
正
-
。
斌
亦
徳
為
v
物
宗
、
善
エ

三
論
及
維
摩
思
益
毛
詩
荘
老
等
一
(
巻
第
七
「
僧
瑳
伝
」
大
正
五
0
・三

七
三
頁
下
)

e
、
時
北
多
宝
慧
整
長
楽
覚
世
、
並
斉
ν
名
比
ν
徳
。
整
特
精
ニ
三
論
-
、
為

「
三
論
」
用
語
の
普
及
時
期
に
つ
い
て

学
者
所
ν
宗
(
巻
第
七
「
道
猷
伝
」
大
正
五
0
・
三
七
四
頁
下
)

f
、
鍾
妙
善
ニ
成
実
三
論
浬
般
市
十
地
等
-
(
巻
第
八
「
僧
鍾
伝
」
大
正
五
0
・

三
七
五
頁
下
)

g
、
又
善
ニ
於
三
論
¥
為
ニ
学
者
之
宗
一
(
巻
第
八
「
玄
暢
伝
」
大
正
五
0
・

三
七
七
頁
上
)

h
、
頻
講
ニ
成
実
及
三
論
-
(
巻
第
八
「
慧
次
伝
」
大
正
五
0
・
三
七
九
頁
中
)

i
、
初
遊
ニ
彰
城
-
、
従
ニ
曇
度
-
受
ニ
三
論
-
(
巻
第
八
「
僧
印
伝
」
大
正
五

0
・
三
八
O
頁
中
)

j
、
度
有
ニ
弟
子
僧
朗
-
。
継
=
腫
先
師
-
復
綱
ニ
山
寺
-
。
朗
本
遼
東
人
。
為
ν

性
広
学
、
思
力
該
普
。
凡
欧
経
律
、
皆
能
講
説
。
華
厳
三
論
最
所
ニ

命
家
一
(
巻
第
八
「
法
度
伝
」
大
正
五
0
・
三
八
O
頁
下
)

以
上
の
用
例
に
つ
い
て
順
に
検
討
を
加
え
た
い
。

a
は
僧
叡
と
い
う
コ
ニ
論
」
を
得
意
と
し
た
人
物
が
紙
温
寺
に
い
た
、

と
しE

う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
四
二

O
(永
初
元
)
年
、
建
康
に
紙
泡
寺
を
建
立

し
た
慧
義
(
三
七
二
|
四
四
四
)
の
伝
に
付
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
僧
叡

と
前
出
の
羅
什
門
下
の
僧
叡
と
は
、
同
一
人
物
の
可
能
性
が
高
時
。
僧
叡
は
糞

州
で
生
ま
れ
、
北
地
で
名
声
を
上
げ
、
長
安
の
羅
什
の
訳
場
に
お
い
て
中
心
的

人
物
と
な
っ
た
が
、
羅
什
の
没
後
は
戦
乱
を
避
け
、
建
康
に
渡
っ
て
い
る
。
南

渡
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
僧
叡
六
十
七
歳
の
頃
(
四
一
八
年
)
と
考
え
ら
れ

@
 

守

h
v

。b
は
前
出
の
僧
導
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
僧
導
は
僧
叡
に
つ
き
し
た
が

い
、
羅
什
の
訳
場
に
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
脈
で
「
成
実
三
論
義
疏
」
を

七
五



著
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
僧
導
が
「
義
疏
」
を
著
し
た
の
も
、

「
三
論
」
が
出
揃
っ
た
四

O
九
年
か
ら
間
も
な
い
時
期
で
あ
ろ
う
。
僧
導
は
京

兆
で
生
ま
れ
た
が
、
お
そ
ら
く
僧
叡
と
同
時
期
に
南
渡
し
た
と
忠
わ
れ
る
。

c
は
羅
什
の
訳
場
に
参
加
し
た
道
温
(
三
九
七

l
四
六
五
?
)
の
伝
に
付
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
道
温
は
孝
建
(
四
五
四
l
四
五
六
)
の
初
め
に
勅
命
に
よ

り
中
興
寺
に
住
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

c
は
、
こ
の
道
温
と
同
時
期
に
中
興
寺

に
住
し
た
僧
慶
と
い
う
人
物
が
コ
ニ
論
」
を
よ
く
研
鎖
し
、
時
の
学
者
に
崇
め

ら
れ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
僧
慶
の
生
没
年
は
わ
か
ら
な
い
が
、
だ
い
た
い

道
温
と
同
時
代
の
人
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

d
は
羅
什
門
下
の
竺
道
生
の
弟
子
、
僧
瑳
(
四
七
三
|
四
七
六
年
中
に
七
十
九

歳
で
没
)
の
伝
中
の
文
章
で
あ
る
が
、
知
日
斌
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
の
記
事
で

あ
る
。
僧
瑳
は
宋
の
孝
武
帝
(
在
位
四
五
三
l
四
六
四
)
の
勅
命
で
湘
東
王
(
後

@
 

の
明
帝
、
在
位
四
六
五

l
四
七
二
)
の
師
と
な
っ
た
、
と
い
う
文
に
続
く
記
事
で

あ
る
。
智
斌
は
当
時
の
僧
正
で
あ
っ
た
が
、

明
帝
の
四
六
六
(
泰
始
二
)
年
に

起
こ
っ
た
内
乱
に
荷
担
し
た
と
議
言
さ
れ
、
交
州
へ
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
均
。
智
斌
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
資
料
が
な
く
、
四
六
六
年
ま
で
は
確
実

に
生
存
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。

e
は
前
出
の
僧
瑳
と
同
じ
く
道
生
の
弟
子
で
あ
っ
た
、
道
猷
(
四
七
三
|
四

七
六
年
間
に
七
十
一
歳
で
没
)
の
伝
の
付
伝
で
あ
る
。
「
三
論
」
を
よ
く
し
た
、

と
い
う
慧
整
に
つ
い
て
は
ほ
か
に
資
料
が
な
い
も
の
の
、
当
時
、
慧
整
と
並
び

称
さ
れ
た
と
い
う
覚
世
は
、
『
名
僧
伝
抄
』
に
よ
れ
ば
、
泰
始
年
間
(
四
六
五

@
 

|
四
七
一
)
に
長
楽
寺
に
住
し
、
や
が
て
、
五
十
九
歳
で
没
し
た
と
い
う
。
確

七
六

実
な
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
、
道
猷
の
や
や
後
輩
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

か
。
な
ら
ば
、
並
ぴ
称
さ
れ
た
と
い
う
慧
整
も
同
年
代
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

f
は
前
出
の
僧
導
の
弟
子
、
僧
鍾
(
四
三
O
|
四
八
九
)
に
つ
い
て
の
記
事

で
あ
る
。
僧
鍾
は
最
初
、
寿
春
で
僧
導
に
学
ん
だ
が
、
後
に
建
康
の
中
興
寺
に

@
 

住
し
た
と
い
う
。
前
出
の
僧
慶
が
中
興
寺
に
住
し
た
の
と
時
期
的
に
重
な
る
。

何
ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

g
は
玄
暢
{
四
一
六

l
四
八
四
)
の
伝
で
あ
る
。
玄
暢
は
河
西
の
出
身
で
あ

っ
た
が
、
北
紬
桃
太
武
帝
(
在
位
四
二
四
|
四
五
二
)
の
廃
仏
(
四
四
四
l
四
四
六

@
 

頃
)
の
難
を
揚
州
に
逃
れ
(
四
四
五
年
八
月
)
、
そ
の
ま
ま
没
す
る
ま
で
南
朝
で

活
動
し
て
い
る
。
玄
暢
は
大
部
の
仏
陀
朕
駄
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
六
十

@
 

巻
に
初
め
て
注
釈
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
「
三
論
」
に
も
通
じ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
玄
暢
の
墓
所
に
立
て
ら
れ
た
碑
文
の
文
章
は
、
周
顕

@
 

(
五
世
紀
頃
)
が
著
し
た
と
い
う
。
周
頗
は
j
の
僧
朗
と
の
交
流
で
も
知
ら
れ

る

h
は
慧
次
(
四
三
四
|
四
九
O
)
と
い
う
人
物
が
「
成
実
」
と
コ
ニ
論
」
に

通
じ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
慧
次
は
糞
州
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
十
代
の
頃

@
 

に
建
康
に
至
り
、
没
年
ま
で
南
朝
で
活
躍
し
て
い
る
。
慧
次
は
後
に
梁
の
三
大

法
師
と
称
さ
れ
る
智
蔵
(
四
五
八
l
五
二
二
)
・
僧
受
・
法
雲
(
四
六
七
l
五
二

九
)
が
師
事
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

i
は
僧
印
(
四
三
五
l
四
九
九
)
が
曇
度

(
l四
八
八
)
よ
り
コ
ニ
論
」
の
教

学
を
受
け
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
僧
印
は
寿
春
の
生
ま
れ
で
、
生
涯
南
朝
で

活
躍
す
る
。
ま
た
、
曇
度
は
江
陵
に
生
ま
れ
、
建
康
で
修
学
し
て
い
る
が
、
後
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に
徐
洲
に
渡
り
、
長
安
で
講
説
し
、
そ
の
ま
ま
北
貌
で
生
涯
を
終
え
て
い
る
。

僧
印
が
曇
度
に
師
事
し
た
の
は
、
曇
度
が
ま
だ
南
地
に
い
た
頃
で
あ
ろ
う
。

j
は
法
度
(
四
三
七
|
五
O
O
)
の
伝
の
付
伝
で
、
僧
朗

(
l
四
七
六
|
五
一

一
一
|
)
の
伝
中
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
僧
朗
こ
そ
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
(
五
四
九

|
六
二
一
一
一
)
を
輩
出
し
た
摂
山
三
論
学
派
の
開
祖
で
あ
る
。
僧
朗
は
遼
東
の
出

身
で
あ
っ
た
が
、
四
七
六
年
頃
に
南
地
に
渡
り
、
や
が
て
法
度
の
後
を
継
い
で

摂
山
栖
霞
寺
に
住
し
(
五
O
O
年
)
、
摂
山
三
論
学
派
を
形
成
す
る
に
至
る
。

後
の
吉
蔵
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
僧
朗
は
す
で
に
、
北
地
に
お
い
て
「
羅
什
師

義
」
を
学
内
、
教
学
的
基
礎
を
固
め
た
上
で
南
渡
し
た
と
さ
れ
て
い
旬
。

以
上
の
用
例
の
限
り
、
慧
絞
は
コ
ニ
論
」
と
い
う
語
を
用
い
る
と
き
、
例
え

ば
「
中
論
等
三
論
」
な
ど
と
、
具
体
的
な
文
献
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。

し
か
し
、
慧
絞
が
言
う
コ
ニ
論
」
が
『
中
論
』
『
百
論
』
『
十
二
門
論
』
を
意
味

@
 

し
て
い
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
慧
絞
が
コ
ニ
論
」
と

言
う
場
合
、
具
体
的
な
文
献
名
を
挙
げ
な
い
の
は
、
こ
の
語
が
何
を
示
す
か
が
、

当
時
す
で
に
周
知
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

慧
絞
が
『
高
僧
伝
』
を
著
し
た
五
一
九
年
か
ら
五
五
四
年
ま
で
の
聞
に
は
、
す

で
に
『
中
論
』
等
を
意
味
す
る
コ
ニ
論
」
と
い
う
用
語
が
一
般
化
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
慧
絞
が
「
三
論
」
と
い
う
語
を
文
献
名
を
示
さ
な
い
と

い
う
方
法
で
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
『
高
僧
伝
』
が
著
さ
れ
る
ま
で

に
、
何
者
か
に
よ
っ
て
コ
ニ
論
」
と
い
う
用
語
が
周
知
せ
し
め
ら
れ
て
お
り
、

慧
校
も
そ
れ
に
し
た
が
っ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ヲ
玄
珊
」
用
語
の
普
及
時
期
に
つ
い
て

右
に
登
場
し
た
十
名
は
、
例
外
な
く
南
朝
で
活
躍
し
、
生
涯
を
終
え
た
人
物

で
あ
る
。
た
だ
し
、

a
の
僧
叡
、

b
の
僧
導
、

c
の
玄
暢
と
j
の
僧
朗
は
、
北

地
で
比
較
的
長
期
間
修
学
し
た
後
、
南
地
に
渡
っ
て
活
躍
す
る
と
い
う
経
緯
が

あ
る
点
で
異
色
で
あ
る
。
ま
た
、
以
上
の
十
名
の
う
ち
、
生
年
が
最
も
早
い
の

は
僧
叡
の
三
五
二
年
、
没
年
が
最
も
遅
い
の
は
僧
朗
の
五
一
二
年
以
降
で
あ
る
。

十
名
中
、
六
世
紀
に
入
っ
て
も
生
存
し
て
い
た
の
は
僧
朗
の
み
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
、
五
一
八
年
に
没
し
た
僧
祐
が
コ
ニ
論
」
と
い
う
語
を
用
い
た

形
跡
は
な
い
か
ら
、
「
三
論
」
と
い
う
語
が
一
般
に
周
知
せ
し
め
ら
れ
た
の
は

五
一
八
年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
以
上
に
挙
げ
た
十
名
中
、
五
一
八
年

以
降
に
生
存
し
て
い
た
可
能
性
を
有
す
る
の
は
j
の
僧
朗
の
み
で
あ
る
(
五
一

二
年
以
降
に
没
)
。
僧
朗
は
、
「
三
論
」
と
い
う
用
語
の
一
般
化
に
何
か
関
係
し

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

僧
朗
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
摂
山
三
論
学
派
の
開
祖
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
大

い
に
「
三
論
」
を
宣
揚
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
僧
朗
は
四
七
六
年
頃
南
渡
し

た
が
、
摂
山
栖
霞
寺
に
住
し
た
の
は
、
法
度
の
没
年
の
五
O
O年
で
あ
ろ
う
。

僧
朗
の
名
は
、
『
金
陵
党
剃
志
』
巻
第
四
に
収
め
ら
れ
た
、
陳
代
の
江
総
持
が

著
し
た
「
棲
霞
寺
碑
銘
」
が
伝
え
る
五
一
二
(
天
監
十
一
)
年
の
次
の
出
来
事

に
よ
り
、
梁
土
に
大
い
に
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

天
監
十
一
年
、
帝
乃
遺
ニ
中
寺
釈
僧
懐
霊
根
寺
釈
慧
令
等
十
僧
-
、
詣
ν
山

諮
=
受
三
論
大
義
一

【
和
訳
】

(
仏
寺
志
第
一
輯
第
四
冊
・
四
九
五
頁
)

天
監
十

(
五
一
二
)
年
、
梁
武
帝
は
中
寺
僧
懐
、
霊
根
寺
釈
慧
令
な
ど

七
七



十
僧
を
使
わ
し
、
摂
山
に
行
か
せ
、
三
論
の
大
義
を
学
ば
せ
た
。

つ
ま
り
、
梁
武
帝
は
僧
懐
・
慧
令
な
ど
の
十
僧
を
摂
山
の
僧
朗
に
使
わ
し
て
、

コ
ニ
論
」
の
大
義
を
学
ば
せ
た
と
い
う
。
武
帝
が
こ
の
直
後
に
著
し
た
『
大
品

般
若
経
』
の
注
釈
書
に
は
、
僧
朗
の
影
響
を
思
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
の
句
、
こ

の
出
来
事
に
よ
っ
て
、
僧
朗
の
名
は
当
時
の
仏
教
界
に
広
く
知
れ
渡
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

僧
朗
が
ヨ
玄
珊
」
の
語
を
用
い
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
僧

朗
か
ら
数
え
て
摂
山
三
論
学
派
の
第
四
世
代
に
あ
た
る
吉
蔵
は
、
盛
ん
に
「
三

論
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
吉
蔵
は
コ
ニ
論
」
と
い
う
語
を
解
釈
す
る
に

あ
た
っ
て
、
コ
一
一
」
と
い
う
数
字
に
ま
で
哲
学
的
な
意
味
づ
け
を
行
っ
て
い
句
。

こ
の
こ
と
は
、
吉
蔵
以
前
の
世
代
に
お
い
て
す
で
に
「
三
論
」
と
い
う
用
語
が

@
 

定
着
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
僧
朗
が
自

ら
コ
ニ
論
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
筆
者
は
、

僧
朗
は
す
で
に
自
ら
、
「
三
論
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
そ
し
て
、
五
一
二
年
、
僧
朗
が
梁
武
帝
に
注
目
さ
れ
る
に
及
ぴ
、

徐
々
に
コ
ニ
論
」
と
い
う
語
が
周
知
せ
し
め
ら
れ
、
五
一
九
年
以
降
に
著
さ
れ

た
『
高
僧
伝
』
に
よ
っ
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
、
っ
か
。

六
、
結
論

ま
ず
、
従
来
説
で
は
、
羅
什
や
そ
の
門
下
に
お
い
て
す
で
に
「
三
一
論
」
と
い

う
、
『
中
論
』
『
百
論
』
『
十
二
門
論
』
を
指
す
用
語
が
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ

七
八

て
い
た
。
し
か
し
、
羅
什
の
翻
訳
経
論
や
、
羅
什
門
下
の
著
述
か
ら
は
、
「
三

論
」
と
い
う
語
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
羅
什

や
そ
の
門
下
が
特
定
の
文
献
を
指
示
し
て
コ
ニ
論
」
と
呼
称
し
て
い
た
と
は
考

え
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
「
三
論
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
慧

校
が
著
し
た
『
高
僧
伝
』
に
は
、
周
知
の
語
と
し
て
、
盛
ん
に
「
三
論
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
高
僧
伝
』
が
著
さ
れ
た
五
一
九
年
か
ら
五

五
四
年
ま
で
の
聞
に
は
、
「
三
論
」
の
語
が
一
般
に
普
及
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
三
論
」
の
語
が
一
般
に
普
及
し
た
要
因
と
し
て
は
、
僧

朗
の
存
在
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
僧
朗
は
摂
山
三
論
学
派
の
開
祖
と
し
て
知

ら
れ
る
。
僧
朗
か
ら
数
え
て
摂
山
三
論
学
派
の
第
四
世
代
に
当
た
る
吉
蔵
が
、

盛
ん
に
コ
ニ
論
」
の
語
に
意
味
づ
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
僧

朗
が
こ
の
語
を
用
い
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

た
だ
し
、
筆
者
は
必
ず
し
も
、
僧
朗
が
コ
ニ
論
」
と
い
う
語
を
発
案
し
た
と

考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
僧
朗
は
北
地
で
修
学
し
、
羅
什
系
の
教
学
を
学

ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
年
代
的
な
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
羅
什
の
孫
弟
子
以
降

の
世
代
に
受
学
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
羅
什
の
弟
子
が
コ
ニ
論
」
と
い
う
語
を
用

い
た
形
跡
は
な
い
が
、
羅
什
の
孫
弟
子
以
降
の
世
代
の
中
で
発
生
し
た
用
語
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
以
上
の
よ
う
な
推
測
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
「
三
論
」
と
い
う
用
語
の
始
源
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

事

-
E
O
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註①
こ
れ
ら
は
古
来
、
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
の
論
師
、

龍
樹
(
ロ
削
問
問
ユ

cg、
一
五

O
頃
|
二
五

O
頃
)
の
中
観
思
想
を
知
る
た
め
の

代
表
的
文
献
と
し
て
流
通
し
た
。
日
本
で
も
、
奈
良
時
代
の
い
わ
ゆ
る
「
南
都

六
宗
」
の
一
つ
に
コ
ニ
論
宗
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
中
論
』

は
「
龍
樹
菩
薩
造
党
志
青
目
釈
」
と
い
う
撰
号
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
原
典
は

龍
樹
が
作
し
た
偽
碩
を
、
後
代
の
青
目
(
立
口
問
包
ω、
三
世
紀
頃
)
が
注
釈
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
百
論
』
も
龍
樹
の
弟
子
、
提
婆
(
削
ミ
怠

og、

三
世
紀
頃
)
作
の
本
文
に
、
後
代
の
婆
数
開
士

(
g
g、
年
代
不
明
)
が
注
釈

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
三
論
」
は
龍
樹
に
ま
つ
わ
る
文
献
で
は

あ
る
が
、
龍
樹
の
著
作
で
は
な
い
。

②

ω説
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
平
井
俊
柴
氏
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
『
中
論
』
『
百
論
』
『
十
二
門
論
』
と
い
う
三
部
の
論
を
総
称

し
て
コ
ニ
論
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
何
時
ご
ろ
か
ら
な
の
か
、
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
僧
伝
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
ク
マ

l
ラ
ジ

l
ヴ
ァ
の
弟

子
に
僧
導
が
あ
り
、
彼
の
著
し
た
『
三
論
義
疏
』
が
三
論
の
名
称
の
は
じ
ま
り

で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
が
、
本
書
は
つ
と
に
散
逸
し
、
日
本
南
都
の
三
論
宗
は

勿
論
の
こ
と
、
中
国
に
お
い
て
も
伝
承
さ
れ
た
形
跡
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で

確
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
(
中
略
)
し
た
が
っ
て
、
単
に
中
・
百
・
十
二
門

の
三
部
の
論
そ
れ
ぞ
れ
に
僧
導
が
「
義
疏
」
を
著
し
た
も
の
を
、
僧
伝
の
著
者

が
総
括
し
て
コ
ニ
論
の
義
疏
」
と
称
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
「
三

論
」
の
名
称
が
僧
導
の
『
三
論
義
疏
』
に
は
じ
ま
る
と
い
う
の
は
、
確
か
な
根

拠
を
持
た
な
い
後
世
の
俗
説
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
(
「
三
論
と
は
何
か
」
同

著
『
中
国
般
若
思
想
史
研
究
|
吉
蔵
と
三
論
学
派
|
』
序
論
、
春
秋
社
、
一
九

七
六
)
。
平
井
氏
は
こ
の
直
後
の
文
章
で

ω説
を
主
張
し
て
い
る
。

③
前
掲
コ
ニ
論
と
は
何
か
」
。

④
相
馬
一
意
氏
は
、
『
高
僧
伝
』
に
「
四
論
」
と
い
う
語
が
現
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
『
高
僧
伝
』
以
降
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
い
る
(
「
高
僧
伝
等
に
お
け
る
四
論
の
研
究
者
」
『
行
信
学
報
』
通
刊

J
5
F
用
語
の
普
及
時
期
に
つ
い
て

第
十
三
号
、
二

0
0
0
)
。
ま
た
、
筆
者
の
調
査
の
限
り
、
現
存
す
る
文
献
で

「
四
論
」
と
い
う
用
語
が
初
め
て
現
れ
る
の
は
吉
蔵
の
『
二
諦
義
』
で
あ
る
。

⑤
前
掲
コ
ニ
論
と
は
何
か
」
。

⑥
ヲ
五
柵
」
の
訳
出
年
代
に
つ
い
て
は
、
平
井
俊
栄
氏
に
よ
っ
て
簡
潔
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
(
「
羅
什
に
よ
る
中
観
系
仏
教
諭
書
の
翻
訳
」
前
掲
『
中
国
般
若
思

想
史
研
究
』
第
一
篇
第
二
章
第
一
節
)
。

⑦
羅
什
門
下
の
僧
肇
が
著
し
た
「
百
論
序
」
(
僧
祐
集
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十

一
所
収
)
に
「
以
弘
始
六
年
、
歳
次
寿
星
、
集
理
味
沙
門
与
什
、
考
校
正
本
」

(
大
正
五
五
・
七
七
頁
下
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。

③
僧
肇
は
「
百
論
序
」
で
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。
「
有
天
竺
沙
門
鳩
摩
羅

什
。
器
量
淵
弘
、
俊
神
超
遡
。
鎖
仰
累
年
、
転
不
可
測
。
常
味
詠
斯
論
、
以
為

心
要
。
先
雄
親
訳
、
市
方
言
未
融
。
致
令
思
尋
者
、
跨
踏
於
謬
文
、
標
位
者
、

事
迂
於
帰
致
」
(
大
正
五
五
・
七
七
頁
中
)
。
羅
什
は
『
百
論
』
を
愛
好
し
、
以
前

に
も
丁
寧
に
翻
訳
し
た
。
し
か
し
、
(
長
安
に
来
た
ば
か
り
で
)
語
学
能
力
が
ま

だ
万
全
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
翻
訳
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
僧

肇
が
序
を
著
す
以
前
に
、
す
で
に
一
度
『
百
論
』
が
漢
訳
さ
れ
て
い
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
の
は
、
吉
蔵
の
著
作
『
百
論
疏
』
「
百
論
序
疏
」

の
次
の
証
言
で
あ
る
。
「
但
百
輪
有
ニ
序
。
一
叡
師
所
制
、
ニ
肇
公
所
作
。
興
皇

和
上
、
毎
講
常
読
肇
師
序
。
正
為
其
人
言
、
巧
意
玄
妙
符
論
旨
。
親
賭
時
事
、

所
以
票
承
。
又
叡
師
序
、
是
弘
始
四
年
前
翻
。
什
師
初
至
、
方
言
未
融
、
為
此

作
序
、
猶
未
中
詣
。
肇
師
序
、
即
是
此
文
六
年
重
翻
。
文
義
既
正
、
作
序
亦
好
。

所
以
恒
読
肇
公
序
也
」
(
大
正
四
二
・
二
三
二
頁
上
)
。
興
皇
和
上
と
は
吉
蔵
の

師
の
興
皇
寺
法
朗
(
五

O
七
|
五
八
一
)
。
す
な
わ
ち
、
『
百
論
』
に
は
僧
叡
・

僧
肇
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
著
さ
れ
た
二
つ
の
序
が
存
在
し
て
お
り
、
法
朗
は
、

講
述
す
る
際
は
僧
肇
序
ば
か
り
を
取
り
上
げ
て
い
た
。
僧
叡
序
は
弘
始
四
(
四

O
二
)
年
に
最
初
に
『
百
論
』
が
翻
訳
さ
れ
た
と
き
に
製
作
さ
れ
た
が
、
翻
訳

が
不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
に
、
序
も
あ
ま
り
よ
い
も
の
は
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
弘
始
六
(
四
O
四
)
年
に
『
百
論
』
が
再
ぴ
翻
訳
さ
れ
る
と
、
文
章
も

素
晴
ら
し
く
、
し
た
が
っ
て
、
僧
肇
が
序
を
製
し
て
も
、
よ
い
も
の
が
で
き
た
。

七
九



だ
か
ら
、
法
朗
は
い
つ
も
僧
肇
序
を
読
ん
だ
。
以
上
が
右
に
引
用
し
た
資
料
の

要
約
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
僧
叡
序
は
現
伝
し
て
い
な
い
が
、
「
百
論
序
疏
」
で

は
僧
叡
の
見
解
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
吉
蔵
の
手
元
に
は
あ
っ
た
の
可
能

性
が
あ
る
。

⑨
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
一
に
僧
叡
・
曇
影
そ
れ
ぞ
れ
が
著
し
た
二
本
の
「
中

論
序
」
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
『
百
論
』
同
様
、
二
度
の
翻
訳
が
行

わ
れ
た
こ
と
を
想
起
せ
し
め
る
。
と
こ
ろ
で
、
僧
肇
は
四

O
五
年
頃
に
『
般
若

無
知
論
』
を
著
し
て
い
る
が
(
中
田
源
次
郎
「
肇
論
解
題
」
『
国
訳
一
切
経
和

漢
撰
述
部
』
諸
宗
部
一
、
大
東
出
版
社
、
一
九
三
七
)
、
こ
こ
に
は
す
で
に
、

『
中
論
』
の
趣
意
引
用
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
ま
で
に
は
早
く
も

『
中
論
』
が
翻
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
(
前
掲
平
井
俊
柴
「
羅
什
に
よ
る
中

観
系
仏
教
諭
書
の
翻
訳
」
)
。

⑬
二
度
目
の
翻
訳
時
期
に
つ
い
て
は
、
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
一
所
収
の
曇
影

「
中
論
序
」
の
末
尾
に
「
羅
什
法
師
以
秦
弘
始
十
一
年
於
大
寺
出
」
〈
大
正
五

五
・
七
七
頁
中
)
と
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
参
照
。

。
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
一
所
収
の
僧
叡
の
「
十
二
門
論
序
」
に
「
羅
什
法
師

以
秦
弘
始
十
一
年
於
大
寺
出
之
」
(
大
正
五
五
・
七
八
頁
上
)
と
あ
る
を
参
照
。

⑫
塚
本
善
隆
氏
は
四

O
九
年
没
説
を
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
塚
本
氏
も

「
一
応
」
と
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
確
定
的
な
説
で
は
な
い
(
「
仏
教
史
上
に
お

け
る
肇
論
の
意
義
」
塚
本
善
隆
編
『
肇
論
研
究
』
第
二
篇
研
究
篇
、
法
蔵
館
、

一
九
五
五
)
。
ま
た
、
近
年
で
は
斉
藤
達
也
氏
が
、
四
一
一
年
没
説
を
主
張
し
て

い
る
(
「
鳩
摩
羅
什
没
年
問
題
の
再
検
討
」
『
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀

要
』
第
三
号
、
二

0
0
0
)
。

⑬
電
子
テ
キ
ス
ト
、
中
華
電
子
仏
典
協
会
♂
回
一
円
吋
〉
電
子
仏
典
(
大
正
蔵
)
」

(
『
印
順
法
師
仏
学
著
作
集
〈

Rω
・
C
財
団
法
人
印
順
文
教
基
金
会
発
行
、
台

北
、
二

O
O
二
)
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
検
索
を
用
い
た
。

⑬
た
だ
し
、
た
と
え
ば
、
羅
什
訳
『
提
婆
菩
薩
伝
』
一
巻
に
「
是
時
提
婆
於
王

都
中
建
高
座
、
立
三
論
。
言
一
切
諸
聖
中
仏
聖
最
第
一
。
一
切
諸
法
中
仏
法
正

第
一
。
一
切
救
世
中
仏
僧
為
第
ご
(
大
正
五

0
・
一
八
七
頁
中
)
と
あ
る
よ
う

八
0 

に
、
『
中
論
』
等
の
論
書
を
示
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
無
視
す

ス
v

。

⑬
『
高
僧
伝
』
の
撰
述
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
記
載
さ
れ
て
い
る
事
跡
の

最
下
限
は
五
一
九
年
で
あ
る
。
そ
し
て
、
慧
岐
の
没
年
が
五
五
四
年
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
成
立
は
こ
れ
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
。

⑬
常
盤
大
定
氏
は
、
『
高
僧
伝
』
第
十
四
巻
に
収
め
ら
れ
る
慧
岐
の
「
序
録
」
と
、

そ
の
弟
子
・
王
憂
頴
が
著
し
た
「
書
信
」
か
ら
、
慧
岐
が
少
な
く
と
も
次
の
十

八
種
の
文
献
を
参
照
し
て
い
た
と
し
て
い
る
つ
梁
高
僧
伝
解
題
」
『
国
訳
一
切

経
』
和
漢
撰
述
部
・
史
伝
部
七
、
一
九
三
六
)
。
①
晋
法
済
「
高
逸
沙
門
伝
」
②

斉
法
安
「
志
節
」
③
僧
宝
「
遊
方
」
④
法
進
「
論
伝
」
⑤
榔
珊
王
巾
「
僧
史
」

⑥
梁
僧
祐
「
三
宝
紀
」
⑦
中
書
郎
郊
景
興
「
東
山
僧
伝
」
⑧
治
中
張
孝
秀
「
慮

山
僧
伝
」
⑨
宋
臨
川
康
王
義
慶
「
宣
験
記
」
「
幽
明
録
」
⑬
太
原
王
延
秀
「
感
応

伝」

O
朱
君
台
「
徴
応
伝
」
⑫
晋
陶
淵
明
「
捜
神
録
」
⑬
太
原
王
瑛
「
冥
祥
記
」

⑬
彰
城
劉
俊
「
益
部
寺
記
」
⑬
宋
曇
景
「
京
師
塔
寺
記
」
二
巻
⑬
斉
寛
陵
文
宣

王
「
三
宝
紀
伝
」
⑫
中
書
陸
明
霞
「
沙
門
伝
」
⑬
梁
宝
唱
「
名
僧
伝
」
並
序
録

目
三
十
一
巻
。
ち
な
み
に
、
こ
の
中
で
完
全
な
形
で
現
存
す
る
も
の
は
、
⑫
の

み
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
慧
岐
が
参
照
し
た
も
の
は
、
以
上
の
十
八
文
献
に
限

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑫
電
子
テ
キ
ス
ト
、
前
掲
「
わ
切
開
叶
〉
電
子
仏
典
(
大
正
蔵
)
」
に
よ
る
コ
ン

ピ
ュ

l
タ
検
索
を
用
い
た
。

⑬
僧
祐
の
著
作
は
、

a
c
e
の
三
部
し
か
現
存
し
て
い
な
い
が
、
『
高
僧
伝
』
巻

第
十
一
「
僧
祐
伝
」
に
は
「
初
祐
集
経
蔵
既
成
、
使
人
抄
撰
要
事
。
為
三
蔵
記
、

法
苑
記
、
世
界
記
、
釈
迦
譜
及
弘
明
集
等
。
皆
行
於
世
」
(
大
正
五

0
・
四
O
二

頁
下
l

四
O
三
頁
上
)
と
伝
え
ら
れ
、
ほ
か
に
「
法
苑
記
」
「
世
界
記
」
な
ど
の

著
述
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
唐
の
道
宣
(
五
九
六

l
六
六
七
)

は
『
大
唐
内
典
録
』
巻
第
十
「
歴
代
道
俗
述
作
注
解
録
」
に
お
い
て
、
僧
祐
に

十
一
部
の
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
(
大
正
五
五
・
三
=
二
頁
中
)
。

⑬
『
続
高
僧
伝
』
巻
第
一
「
宝
唱
伝
」
に
「
初
唱
天
監
九
年
、
先
疾
復
動
。
便
発

二
願
。
遍
尋
経
論
、
使
無
遺
失
。
捜
括
列
代
僧
録
、
創
匡
別
之
。
撰
為
部
帳
。



号
日
名
僧
伝
三
十
一
巻
。
至
十
三
年
、

中
)
と
あ
る
を
参
照
。

⑫
蘇
晋
仁
「
撰
写
年
代
」
(
蘇
晋
仁
・
粛
錬
子
校
『
中
国
仏
教
典
籍
選
刊

蔵
記
集
』
序
言
(
三
)
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
九
五
)
に
詳
し
い
。

@
覚
岸
(
十
四
世
紀
頃
)
『
釈
氏
稽
古
略
』
巻
第
二
に
は
、
天
監
十
六
(
五
一

七
)
年
の
こ
と
と
し
て
、
『
比
丘
尼
伝
』
が
著
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
(
大

正
四
九
・
七
九
六
頁
中
)
。
一
方
、
智
昇
(
八
世
紀
頃
)
『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
六

に
は
「
天
監
年
中
、
頻
勅
撰
集
、
皆
憶
帝
旨
。
十
五
年
景
申
、
又
勅
撰
経
律
異

相
一
部
。
唱
又
別
撰
尼
伝
四
巻
」
(
大
正
五

0
・
五
三
八
頁
上
)
と
あ
る
。
こ
の

記
述
は
一
見
、
『
比
丘
尼
伝
』
が
『
経
律
異
相
』
と
同
じ
天
監
十
五
(
五
二
ハ
)

年
に
著
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

⑫
d
は
梁
武
帝
の
勅
撰
で
あ
る
が
、
序
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
製
作
の
経
緯
が
分
か
る
。
「
以
天
監
七
年
、
勅
釈
僧
畏
等
、
備
紗
衆
典
、
顕
証

深
文
、
控
会
神
宗
。
辞
略
意
暁
、
於
鎖
求
者
巳
有
太
半
之
益
。
但
希
有
異
相
猶

散
衆
篇
。
難
問
秘
説
未
加
標
顕
。
又
以
十
五
年
末
、
勅
宝
唱
、
紗
経
律
要
事
。

皆
使
以
類
相
従
。
令
覧
者
易
了
。
又
勅
新
安
寺
釈
僧
豪
、
興
皇
寺
釈
法
生
等
、

相
助
検
読
。
於
是
博
綜
経
籍
、
択
採
秘
要
。
上
詞
神
慮
取
則
成
規
。
凡
為
五
十

巻
、
又
目
録
五
巻
、
分
為
五
秩
。
名
為
経
律
異
相
」
(
大
正
五
三
・
一
頁
上
)
。
つ

ま
り
、
天
監
七
(
五

O
八
)
年
に
僧
受
が
原
型
を
撰
し
、
天
監
十
五
(
五
二
ハ
)

年
、
そ
れ
に
宝
唱
等
が
増
補
・
編
集
の
手
を
加
え
た
も
の
が
、
現
伝
し
て
い
る

『
経
律
異
相
』
で
あ
る
と
い
う
。

@
横
超
慧
日
氏
は
『
高
僧
伝
』
に
登
場
す
る
僧
叡
と
慧
叡
が
同
一
人
物
で
あ
る

こ
と
を
論
証
し
た
論
文
に
お
い
て
、
両
僧
叡
を
同
一
人
物
と
し
て
い
る
(
「
僧
叡

と
慧
叡
は
同
人
な
り
」
『
東
方
学
報
東
京
』
第
十
三
冊
之
二
、
一
九
四
二
)
。

@
前
掲
横
超
慧
日
「
僧
叡
と
慧
叡
は
同
人
な
り
」
参
照
。

⑧
『
高
僧
伝
』
巻
第
七
「
僧
瑳
伝
」
「
宋
孝
武
、
勅
為
湘
東
王
師
。
苦
辞
以
疾
、

遂
不
獲
免
。
王
従
請
五
戒
、
甚
加
優
礼
」
(
大
正
五

0
・
三
二
三
頁
下
)
。

@
d
の
文
に
続
い
て
「
後
義
嘉
構
景
。
時
人
議
斌
云
、
為
義
嘉
行
道
。
遂
被
按

交
州
」
(
大
正
五

0
・
三
七
三
頁
下
)
と
あ
る
を
参
照
。
「
義
嘉
」
に
つ
い
て
は
、

始
就
保
列
」
(
大
正
五

0
・
四
二
七
頁

出
三

コ
ニ
論
」
用
語
の
普
及
時
期
に
つ
い
て

『
宋
書
』
「
列
伝
」
四

O
に
「
泰
始
二
年
正
月
七
日
、
泰
子
助
為
帝
、
即
偽
位
於

尋
陽
城
、
年
号
義
嘉
元
年
。
〈
略
〉
沈
依
之
諸
軍
至
尋
陽
、
諒
子
財
及
其
母
、
同

逆
皆
夷
滅
。
子
助
死
時
年
十
一
、
即
葬
尋
陽
虚
山
」
(
宋
書
第
七
冊
・
二

O
六
O

頁
)
と
あ
る
を
参
照
。

@
新
記
続
七
七
・
七
五
三
頁
中
。

⑫
「
僧
鍾
伝
」
に
「
釈
僧
鍾
、
姓
孫
、
魯
郡
人
。
十
六
出
家
。
居
貧
履
道
。
嘗
至

寿
春
、
導
公
見
市
奇
之
〈
中
略
〉
後
南
遊
京
邑
、
止
子
中
興
寺
」
(
大
正
五

0
・

三
七
五
頁
下
)
と
あ
る
を
参
照
。

⑫
「
玄
暢
伝
」
に
「
其
後
虐
虜
勢
滅
仏
法
、
害
諸
沙
門
。
唯
暢
得
走
。
以
元
嘉
二

十
二
年
間
五
月
十
七
日
、
発
自
平
城
。
路
由
岱
郡
上
谷
、
東
跨
太
行
、
路
経
幽

葉
。
南
転
将
至
孟
津
。
唯
手
把
一
束
楊
枝
一
一
犯
葱
葉
。
虜
騎
追
逐
、
将
欲
及
之
。

乃
以
楊
枝
撃
沙
。
沙
起
天
闇
。
人
馬
不
能
得
前
。
有
頃
沙
息
騎
巳
復
至
。
於
是

投
身
河
中
。
唯
以
葱
葉
内
鼻
孔
中
通
気
度
水
。
以
八
月
一
日
達
子
揚
州
」
(
大
正

五
0
・
三
七
七
頁
上
)
と
あ
る
を
参
照
。

⑮
「
玄
暢
伝
」
に
「
初
華
厳
大
部
、
文
旨
浩
博
。
終
古
以
来
未
有
宣
釈
。
暢
乃
掲

思
、
研
尋
提
章
比
句
、
伝
講
迄
今
、
暢
其
始
也
」
(
大
正
五

0
・
三
七
七
頁
上
)

と
あ
る
を
参
照
。

⑪
「
玄
暢
伝
」
に
「
止
住
霊
根
少
時
而
卒
。
春
秋
六
十
有
九
。
是
歳
斉
永
明
二
年

十
一
月
十
六
日
。
即
窪
子
鍾
阜
独
龍
山
前
。
臨
川
献
王
立
碑
。
汝
南
周
顛
製
文
」

(
大
正
五

0
・
三
七
七
頁
中
)
と
あ
る
を
参
照
。

③
「
慧
次
伝
」
に
「
釈
慧
次
。
姓
手
、
糞
州
人
。
初
出
家
、
為
志
欽
弟
子
。
後
遇

徐
州
釈
法
遷
、
解
貫
当
世
。
欽
乃
以
次
付
嘱
、
何
随
遷
。
南
至
京
口
、
止
竹
林

寺
。
至
年
十
五
、
随
遷
還
彰
城
」
(
大
正
五

0
・
三
七
九
頁
中
)
と
あ
る
を
参
照
。

⑧
『
高
僧
伝
』
巻
第
八
「
曇
度
伝
」
「
釈
曇
度
、
本
姓
察
、
江
陵
人
。
〈
略
〉
乃
造

徐
州
、
従
僧
淵
法
師
更
受
成
実
論
。
〈
略
〉
以
偽
大
和
十
三
年
、
卒
於
貌
因
。
即

斉
永
明
六
年
也
。
撰
成
実
論
大
義
疏
八
巻
、
盛
伝
北
土
」
(
大
正
五

0
・
三
七
五

頁
中
)
。

@
吉
蔵
『
二
諦
義
』
巻
上
「
摂
山
高
麗
朗
大
師
、
本
是
遼
東
城
人
。
従
北
土
遠

習
羅
什
師
義
」
(
大
正
五

0
・
一
九
頁
中
)
。

八



⑧
僧
朗
に
つ
い
て
は
平
井
俊
柴
「
摂
山
三
論
の
淵
源
」
(
前
掲
『
中
国
般
若
思
想

史
研
究
』
第
一
篇
第
四
章
第
一
節
)
及
ぴ
「
僧
朗
の
事
績
と
吉
蔵
の
証
言
」
(
前

掲
『
中
国
般
若
思
想
史
研
究
』
第
一
篇
第
四
章
第
二
節
)
参
照
。

⑧
『
高
僧
伝
』
中
の
コ
ニ
論
」
が
、
『
中
論
』
『
百
論
』
『
十
二
門
論
』
以
外
の
何

ら
か
の
論
書
を
指
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
具
体
的
に
何
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
に
は
思
い
当
た
る
文
献
が
な
い
。

@
前
掲
平
井
俊
柴
「
僧
朗
の
事
績
と
吉
蔵
の
証
言
」
参
照
。

⑧
吉
蔵
の
コ
ニ
論
玄
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
問
、
既
有
四
論
。
何
故
常

称
三
論
耶
。
答
、
略
有
八
義
。
一
者
、
一
一
論
、
各
具
三
義
。
一
破
邪
、
二
顕

正
、
三
言
教
。
以
同
具
此
三
義
故
、
合
名
三
論
。
二
者
、
三
論
具
合
方
備
三
義
。

中
論
明
所
顕
之
理
、
百
論
破
於
邪
執
、
十
二
門
名
為
言
教
。
以
三
義
相
成
故
、

名
為
三
論
。
三
者
、
中
論
為
広
論
、
百
論
為
次
論
、
十
二
門
為
略
論
。
三
部
具

上
中
下
三
品
故
、
名
三
論
。
四
者
、
一
切
経
論
、
凡
有
三
種
。
一
但
偽
論
、
即

是
中
論
。
二
但
長
行
論
、
所
謂
百
論
。
三
亦
長
行
亦
偽
論
、
即
十
二
門
論
。
以

三
部
互
相
関
避
、
而
共
相
成
。
五
者
、
此
之
三
部
、
同
是
大
乗
通
論
。
故
名
三

論
。
六
者
、
此
三
部
、
同
顕
不
二
実
相
。
故
名
三
論
。
七
者
、
同
是
四
依
菩
薩

所
造
。
八
者
、
岡
田
疋
像
末
所
作
。
但
欲
綱
維
大
法
也
」
(
大
正
四
五
・
一
二
頁

下
)
。
右
の
文
で
吉
蔵
は
、
「
三
論
」
と
い
う
ま
と
ま
り
の
重
要
性
を
主
張
す
る

が
、
『
大
智
度
論
』
を
加
え
た
「
四
論
」
で
は
い
け
な
い
の
か
、
と
い
う
聞
い
を

自
ら
立
て
て
、
そ
れ
に
自
答
し
て
い
る
。
筆
者
に
は
こ
の
自
問
自
答
に
つ
い
て
、

少
な
か
ら
ず
理
解
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
六
問
の
「
不
二
実
相

を
顕
す
」
と
い
う
表
現
は
、
『
大
智
度
論
』
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
第
七
問
・
八
聞
に
つ
い
て
も
、
『
大
智
度
論
』
が
除
外
さ
れ
る
理
由
が
理

解
で
き
な
い
。
こ
の
自
問
自
答
は
、
先
に
「
三
論
」
と
い
う
用
語
が
念
頭
に
あ

っ
て
、
後
に
「
破
邪
・
顕
正
・
言
教
」
「
広
論
・
次
論
・
略
論
」
「
偏
論
・
長
行
論
・

長
行
亦
偽
論
」
な
ど
の
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑧
吉
蔵
は
そ
の
著
『
二
諦
義
』
巻
上
に
お
い
て
、
「
四
論
」
に
つ
い
て
解
釈
す
る

際
に
法
朗
の
学
説
を
引
用
す
る
(
「
叡
師
中
論
序
云
、
百
論
治
外
、
以
閑
邪
。
斯

文
一
眠
内
、
以
流
滞
。
大
智
釈
論
之
淵
博
、
十
二
門
観
之
精
詣
。
尋
斯
四
論
者
、

八

真
若
日
月
在
懐
、
無
不
朗
然
鑑
徹
失
。
若
通
此
四
論
、
則
仏
法
可
明
也
。
師
云
、

此
四
論
、
雄
復
名
部
不
問
、
統
其
大
帰
、
並
為
申
乎
二
諦
、
顕
不
二
之
道
」
『
二

諦
義
』
巻
上
・
大
正
四
五
・
三
七
一
頁
上
|
中
)
。
「
四
論
」
は
「
三
論
」
か
ら
派

生
し
た
用
語
と
忠
わ
れ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
コ
ニ
論
」
と
い
う
語
は
法
朗
の

世
代
(
摂
山
三
論
学
派
第
三
世
代
)
に
用
い
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

【
資
料
略
号
】

大
正
H

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』

新
市
続
H
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』

宋
書
H

『
宋
書
』
八
巻
、
中
華
書
局
、
北
京

仏
寺
志
H

『
中
国
仏
寺
志
葉
刊
』
明
文
書
局
、
台
北


